
（裏
面
に
続
く
）

２／１６第４０回臨時大会に、「東京ハイタク労連からの脱退決議案」

と、「全自交労連への加盟決議案」を提案!!

政策闘争の強化で、賃金・労働条件の改善と

社会的地位の向上を実現しよう。
２０１４年１月３１日（金）、２月１日（土）に明番集会を実施します。重要な報告・提案がございます。組合員は必ず参加して下さい。

２
０
１
４
年
１
月
７
日
に
開
催
し
た
、
東
洋
交
通
労

働
組
合
第
３
回
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
「
２

月
１６

日

に
第
４０

回
臨
時
大
会
を
招
集
し
、
『
東
京
ハ
イ
タ
ク
労

連
か
ら
の
脱
退
決
議
案
』
と
『全
自
交
労
連
へ
の
加
盟

決
議
案
』
を
提
案
す
る
事
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
改
正
タ
ク
シ
ー
関
係
３
法
」が
１

月
２７

日
か
ら
施

行
さ
れ
、
「新
た
な
規
制
」
を
強
化
す
る
に
は
、
労
働

側
の
行
動
が
重
要
で
す
。
そ
の
為
に
は
タ
ク
シ
ー
の
産

別
労
働
運
動
の
強
化
が
必
要
で
す
。
社
会
的
に
は
小

さ
い
タ
ク
シ
ー
産
業
で
は
、
タ
ク
シ
ー
の
労
働
者
が
産

別
労
働
組
織
に
大
き
く
ま
と
ま
り
政
策
闘
争
を
強
化

し
て
こ
そ
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
と
社
会
的
地
位

の
向
上
を
実
現
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

２

月
１６

日
の
第
４０

回
臨
時
大
会
で
は
、
「
決
定
し
た

方
針
を
放
棄
し
、
運
動
方
針
に
責
任
を
持
た
ず
、
無

駄
な
財
政
支
出
を
行
う
、
東
ハ
イ
４
役
と
執
行
部
」＝

東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
脱
退
し
、
ハ
イ
タ
ク
産
別
労

働
組
織
で
基
本
方
針
が
一
致
す
る
全
自
交
労
連
に
加

盟
す
る
事
を
、
東
洋
交
通
労
働
組
合
と
し
て
決
定
す

る
事
が
必
要
で
す
。

【第
１
号
議
案
】

「東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
の
脱
退
決
議
（案
）」

第
４０

回
東
洋
交
通
労
働
組
合
臨
時
大
会
に
お
い

て
、
東
京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
総
連
合
（略

称
・
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
）か
ら
の
脱
退
を
決
議
し
、
直

ち
に
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
に
文
書
で
脱
退
を
通
告
す

る
。

【第
２
号
議
案
】

「全
自
交
労
連
への
加
盟
決
議
（案
）」

第
４０

回
東
洋
交
通
労
働
組
合
臨
時
大
会
に
お
い

て
、
全
国
自
動
車
交
通
労
働
組
合
連
合
会
（
略
称
・
全

自
交
労
連
）へ
の
加
盟
を
決
議
し
、
直
ち
に
全
自
交
労

連
に
文
書
で
加
盟
申
請
を
行
う
。

【第
１
号
議
案
】

「東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
の

脱
退
決
議
（案
）」を
提
案
す
る
経
緯

直
接
的
に
は
、
躍
進
４
号
・躍
進
６
号
で
報
告
し
た

よ
う
に
、
２
０
１
３
年
１１

月
３
日
の
第
４０

回
東
京
ハ
イ

タ
ク
労
連
定
期
大
会
に
お
け
る
東
ハ
イ
書
記
長
選
挙

に
お
い
て
、
福
島
書
記
長
と
今
井
東
ハ
イ
前
委
員
長

（
日
の
丸
労
組
委
員
長
）
が
争
い
、
１７

対
１９

で
福
島
書

記
長
が
敗
北
し
、
今
井
氏
が
書
記
長
に
就
任
し
た
こ

と
が
、
東
洋
交
通
労
働
組
合
執
行
部
と
し
て
「脱
退

決
議
」
を
提
案
す
る
発
端
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
ハ
イ
の

各
単
組
の
代
議
員
・役
員
半
数
強
が
、
東
京
ハ
イ
タ
ク

労
連
に
お
い
て
東
洋
交
通
労
組
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
否
定
し
、
そ
れ
に
加
担
す
る
姿
勢
を
取
っ
た
役

員
・
代
議
委
員
が
半
数
以
上
い
た
事
が
、
脱
退
を
決

断
す
る
決
定
的
要
因
で
す
。

公

示

東
洋
交
通
労
働
組
合
規
約
第
１
２
条
②
に
基
づ
き
、
以
下
の
議
案
を
審

議
・決
議
す
る
為
に
、
下
記
日
程
・場
所
に
お
い
て
『第
４
０
回
臨
時
大
会
』を

招
集
し
ま
す
。

記
[

日
程]

２
０
１
４
年
２
月
１
６
日
（日
）９
時
半
受
付
、
１
０
時
開
会

[

場
所]

東
洋
交
通
２
階
大
会
議
室

[

議
案]

第
１
号
議
案
「東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
か
ら
の
脱
退
決
議
（案
）」

第
２
号
議
案
「全
自
交
労
連
への
加
盟
決
議
（案
）」

２
０
１
４
年
１
月
２
０
日

東
洋
交
通
労
働
組
合

執
行
委
員
長

菊
池

る
み

１
月
２７
日
か
ら
「改
正
タ
ク
シ
ー
関
係
３
法
」が

施
行
さ
れ
、
「新
た
な
規
制
」を
強
化
す
る
に
は
、

労
働
者
の
行
動
が
必
要
で
す
。

タ
ク
シ
ー
の
産
別
労
働
運
動
の
強
化
が
必
要
で

す
。

東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連
の
先
頭
を
切
り
『活
動
を

支
え
』、
『財
政
を
支
え
』、
『書
記
局
活
動
』を

担
っ
て
き
た
東
洋
交
通
労
組
の
役
割
が
否
定
さ

れ
た
事
は
、
東
ハ
イ
の
基
本
方
針
と
運
動
を
実
質

的
に
放
棄
す
る
事
に
繋
が
り
ま
す
。

東
ハ
イ
第
４
０
回
大
会
（２
０
１
３
年
）

前
ま
で
の
経
緯

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
楳
田
委
員
長
の
時
代

か
ら
東
ハ
イ
の
委
員
長
組
合
と
し
て
、
財
政
的
に
も

事
務
局
作
業
等
で
も
東
ハ
イ
の
運
動
を
支
え
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
２
０
０
５
年
に
田
島
委
員
長
が
東
ハ
イ

委
員
長
に
就
任
し
て
以
降
は
、
財
政
面
で
は
最
大
に

納
入
し
、
書
記
局
業
務
（
ビ
ラ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
準
備
等

も
）
を
行
い
、
交
通
労
連
脱
退
後
も
東
ハ
イ
の
運
動
の

先
頭
に
立
ち
、
全
国
の
ハ
イ
タ
ク
の
仲
間
の
為
に
、
東

京
で
の
運
動
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
１

月
の
田
島
委
員
長
逝
去
後
も
、
東
洋
は
東
ハ
イ
４
役

に
入
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
財
政
的
に
も
事
務

局
等
の
業
務
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
、
「
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
東
京

ハ
イ
タ
ク
労
働
６
団
体
か
ら
の
脱
退
」
「
私
鉄
総
連
本

部
の
登
録
人
員
削
減
要
請
」に
つ
い
て
、
東
ハ
イ
執
行

委
員
会
と
し
て
決
定
し
て
い
て
も
、
実
行
で
き
な
い
状

況
の
責
任
に
つ
い
て
、
責
任
を
取
り
金
子
前
書
記
長

は
次
期
書
記
長
に
は
出
な
い
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。


